
第三者機関にて、さわらの刺身の処理一週間後の一般生菌数の確認を行いました。 

 
※一般生菌数とは、ある一定条件下で発育する中温性好気性生菌数を意味し、 

食品の微生物汚染の程度を示す最も代表的な指標です。  

分析結果（一般生細菌数） 

UFB水の場合 

→ 73万個 

分析結果（一般生細菌数） 

次亜塩素酸の場合 

→ 190万個 

分析結果（一般生細菌数） 

未処理の場合 

→ 1,000万個 

出典：（株）静環検査センター 生活衛生ニュース 2014年2月発行 vol.1 / No.2 

出典：株式会社東邦微生物病研究所 「一般生菌数の概念数」 


